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【緒言】電気光学（EO）ポリマー光デバイスは、高い変調効率を有し、かつ低誘電率であるため、広

帯域化に有利である。特に、高い超分極率を有するドナー電子増強型 FTC 系電気光学（EO）色素を用

いた EO ポリマーは、低消費電力・高速動作する高性能な光デバイスへの応用が期待される[1,2]。これ

まで、我々は、この高性能色素を用いた EO ポリマー光導波路と高周波電極を組合せた EO ポリマー光

導波路デバイスを試作し、高周波応答を評価してきた [3]。今回、プロセス条件の調整等による低駆動

電圧化や、諸条件における変調特性を評価したので報告する。 

【光導波路デバイスの構造】図 1 に試作したデバイスの構造を示す。光導波路は、コア層にサイドチ

ェイン型 EO ポリマー、クラッド層に有機シリカ材料を用いた埋込み逆リッジ型構造とした。高周波電

極は、マイクロストリップ線路(MSL)と電気信号給電部にコプレーナ線路(CPW)-MSL 変換回路を組合

せた構造とし、光導波路と高周波電極を積層して、評価用の位相変調器チップを試作した。 

【試作デバイスの評価】図 2 は、試作デバイスに対して、波長 1.55 μm の光を入射し、10GHz の高周

波を入力して駆動した際の光スペクトルである。このスペクトルの 1 次と 2 次の光サイドバンドの強

度比から求めた半波長電圧 Vπは 5.5 V（作用長 10mm）であった[4]。また、この高周波 Vπは、電界

ポーリング後の常温保管時間 1000 hr 経過後においても変化することはなく、安定であることが確認さ

れた。 
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図 2  光位相変調器出力のスペクトル f =10GHz 図 1  試作デバイス断面図と構成 
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